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学術研究委員会・報告                    2022年 3月 10日（木） 

 
 
１．「若手研究者への国際学会参加支援助成金 2021年度 2回目」の募集と助成決定 
 
・1/11（火）～2/28（月）に募集したところ、１件の応募があった。 
・メール審議（3/1～3/2）の結果、以下１名を、全員一致で「採択」とした。 

氏名：Shiyuan Miao（苗詩媛）さん 
所属：筑波大学人文社会科学研究科大学院博士後期課程 
発表を行った学会：東アジア社会学会（East Asian Sociological Association） 

（2021年 10月 29 日～30 日開催） 
・2021 年度は、計３名への助成を行った（１回目２名、２回目１名）。 
・１回目助成の２名については、今月中に、学会ニュースサイトに「大会参加報告」を   
掲載予定。 

 
 
２．ウェビナーシリーズの実施 
 
3/22（火）13:00～14:30「NPO/NGO の授業を考える －書籍・出版の活用方法を中心に」 
 
話題提供 
・宮垣元先生（慶應義塾大学） 最新の学術事情をまとめる 
・小嶋新先生（NPO法人しゃらく） 実務と研究をブリッジする 
・石田祐先生（宮城大学） 外国文献を基にして教育する 

ファシリテーター 
・小島愛先生（立命館大学・日本 NPO学会学術研究委員会） 

 
詳細：https://janpora.org/news/pdf/20220301.pdf 



 

企画趣旨: 

今回は長年 NPO の教育に従事される 3 名の研究者・実

務家が、国内外のどのようなテキストや資料などを用いながら

授業運営されていらっしゃるかをご議論いただく予定です。詳

細は下記のように、当学会における会員の多様性を反映す

べく、間口の広いコンテンツとなっております。 

NPO/NGO の授業をご担当されている先生方のみならず、

NPO/NGO の動向を知りたい研究者、実務家、および一

般の方など、多くの皆様のご参加をお待ちしています。 

  

学術研究委員会委員 

ファシリテータ 

小島愛 (立命館大学) 

 

 

 ウェビナー開催日 

2022 年 3 月 22 日(火) 

13:00-14:30 

各ご発表約 30 分の予定 

 

参加申し込み(前日-17:00) 
日本 NPO学会 学術研究委員会 

https://forms.gle/xP1ZfAcgx2MXzQmF7 

※申込後に Zoom URL をお送りします。 

 

 

問い合わせ 
日本 NPO学会 学術研究委員会 

委員長 岡田彩 (東北大学) 

study-janpora(at)googlegroups.com 

(※(at)は@に変換ください) 

 日本 NPO 学会 学術研究委員会 ウェビナーシリーズ 

NPO/NGO

の授業を考える 
書籍・出版の活用方法を中心に 



 

外国文献を基にして教育する: 

石田祐先生 

（宮城大学） 

• ご経歴 

国際公共政策学で博士号を取得 

(https://www.myu.ac.jp/teacher/plan/ishid

ay/) 

• 主なご紹介内容（予定） 

最近注目されている書籍のご紹介 

Gary M. Grobman (2009) The Nonprofit 

Management Casebook: Scenes from the 

Frontlines, White Hat Communications. 

 最新の学術事情をまとめる: 

宮垣元先生 

(慶應義塾大学)  

• ご経歴 

社会学で博士号を取得 

（https://www.k-

ris.keio.ac.jp/html/100012526_ja.html） 

• 主なご紹介内容（予定） 

宮垣元編（2020）『入門ソーシャルセクター 新しい

NPO/NGO のデザイン』ミネルヴァ書房 

 実務と研究をブリッジする: 

小嶋新先生 

（NPO法人しゃらく） 

• ご経歴 

民間金融会社を経てソーシャルビジネスに従事しながら大

学でも講義をされる 

（https://123kobe.com/） 

 

• 主なご紹介内容（予定） 

自ら開発された教材についての紹介 

 

 


	JANPORA学術研究委員会_20220310_理事会報告用
	JANPORA学術研究委員会_20220310_理事会報告用
	JANPORA学術研究委員会_20220310_理事会報告用
	0322実施ウェビナー_NPONGOの授業を考える




